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イスラエルとパレスチナ問題の歴史的経緯 
令和6年1月10日 

社長 清水 澄人 

 ロシア連邦によるウクライナ侵略戦争は世界中にエネルギー問題や難民、人権侵害を起こし国際連合

(国際の平和及び安全を維持する目的で創設された機関で通称は国連)で大問題となっていますが、今度

は中東でイスラエルとハマス(パレスチナ・ガサ地区)との戦争が突然始まり、更には中国による南沙諸

島や台湾統治に対する強権発動次第では第三次世界大戦に繋がる可能性さえあると心配される昨今の国

際情勢であります。この様な問題が発生しても国連は欧米や日本を中心とした自由主義体制と中国、ロ

シアや北朝鮮・イランなどの共産主義・専制主義・軍事政権などの体制とに二分化対立しており、更に

はインドやブラジル、トルコなどの国益や政治的思惑次第では何方にも加担する中間体制(風見鶏・日和

見主義)の国々があります。この為に国連決議が最終的に対立する常任理事国同士の拒否権の応酬が続

き、和平プロセスは頓挫を繰り返しています。思惑の違う対立が議決権の行使によって和平を主導する

ことに結びつかない、大変に厳しい状況下になっていることは残念なことです。そしてこの生産性の乏

しい戦争・紛争は世界の景気を更に後退させており、世界景気は最早不況と言って過言でない状態と思

います。 

さて、今回はこのイスラ

エルとパレスチナの問題に

関して、歴史的に難しい経

緯が何千年に渡ってあり、

奥が深くその背景を考察す

ることは大変に難儀なこと

で簡単に理解出来る経緯で

はありませが、一度は興味

を持って把握しておく必要

があると思い、下記に纏め

て見ましたので参考にして下さい。 

 

ユダヤ民族(現在のイスラエル国)の国家は、旧約聖書によるとアダムとイブの伝説に遡る所の紀元前

2,000からあったとされています。栄えたユダヤ民族のヘブライ国、ダビデ王国やイスラエル王国がバ

ビロニア、ペルシャ帝国、アレキサンドロス大王(ギリシア帝国)、の支配を経てローマ帝国に至って完

全に滅亡します。その結果ユダヤ人は世界各地へ離散されました。この古代イスラエルがローマ帝国に

滅ぼされてから、ユダヤ人は20世紀まで国を持たないまま、実に二千年近く放浪生活を余儀なくされ 
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て来ました。 

 

19世紀にナショナリズム

の高まりの中でユダヤ人差

別が激化、ナチスドイツに

よる凄絶なホロコーストを

経てイスラエル国家を求め

るシオニズム運動(19世紀

末にヨーロッパのユダヤ人

の中に高まってきたユダヤ

人国家建設運動)が盛んにな

りました。第一次世界大戦

中に、パレスチナ(現在のイ

スラエル国地域)を統治してい

たイギリスがこのユダヤ人の

国家建設支持を表明しました。そして第二次世界大戦後、国連でパレスチナにユダヤ人の国とアラブ人

の国とに分割する提案がなされ、ユダヤ人の国としてイスラエルが創設され、1947年に今のイスラエ

ル国の独立が達成されています。 

しかし、アラブ側(パレスチナ)は強硬に反対し中東戦争が勃発し、それは1973年の第四次まで続きま

した。その後、イスラエルはエジプトやヨルダンと平和条約を結びましたが、中東戦争で獲得したゴラ

ン高原の占領を続けています。1993年には、パレスチナ自治区(ガザ地区、ヨルダン川西岸)の暫定自

治について、パレスチナ解放機構(パレスチナ暫定自治政府)と合意しましたが（オスロ合意)、その後も

双方の衝突は続き、事実上オスロ合意は崩壊。イスラエル軍による空爆や、パレスチナ過激派組織によ

るテロが頻発、そして今回の戦争に至っています。 

 

イスラエルは、地中海に面

する西アジアの国です。西

側は広く地中海に開けてお

り、南端は紅海に続くアカ

バ湾にわずかに面していま

す。アラブ人とイスラム文

化圏に囲まれた島のような

ユダヤ人の国家で、エルサ

レムには、ユダヤ教、キリ

スト教、イスラム教、3つ

の宗教の聖地があります。 

3宗教の聖地が古都エルサ

レムのあることも混乱の原

因にもなっています。

2018/1/13 に米国トラン

プ大統領がエルサレムを正

式に「イスラエルの首都」と認定したことで注目を集めました。 

旧約聖書(ユダヤ教)のノアの方舟 

 

古都 エルサレム 
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古代イスラエルを制服したローマ帝

国は、紀元前753年４月21日に都

市国家として建国され、その後次第

に支配地域を拡張、一部（東ロー

マ）は1453年まで、実に2000年

以上にわたって存続。特に帝政ロー

マの時代は、地中海を中心に西ヨー

ロッパから黒海沿岸、中東、北アフ

リカまでを支配し、帝国の記憶・古

典文化・キリスト教はその後のヨー

ロッパ社会の土台となっています。

ローマにとっては辺境と言えるパレスティナ地方でユダヤ教から生まれたキリスト教は、度々迫害を受

けながらも信者を増やし、４世紀末には遂にローマ帝国の国教とされるに至っております。これは、ヨ

ーロッパ世界がキリスト教文化圏となる大きな契機ともなったとされています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ローマ帝国の最大支配地域 

 

さて3宗教ですが、イエス・キリストが登場する前の聖書が『旧約聖書』と言われ、イエスが登場する

聖書が『新約聖書』です。旧約聖書は、キリスト教からの呼び方であり、「旧約」とは、古い契約という

意味です。旧約聖書はヘブライ語で書かれたユダヤ教(ユダヤ人の信仰する宗教)の聖書であり、主に神

とイスラエルの人々との交流が描かれています。一方、新約聖書はイエス・キリストが主となる聖書で

す。ユダヤ民族は、イスラエルの地(エレツ･イスラエル)に誕生しました。この地で民族の長い歴史の重

要な部分が刻まれたのであり、そのうちの紀元前2000年間は聖書に記録されています。この地でユダ

ヤの文化的、宗教的、民族的なアイデンティティは形成されました。イスラム教と聖書との関係では、

イスラム教はユダヤ教やキリスト教の影響を受け、7世紀初頭にアラビア半島で生まれました。開祖は

神によって選ばれた最後の預言者とされるムハンマドです。イスラム教ではモーセ(旧約聖書)やイエ

ス・キリスト(新約聖書)も同じ神の預言者とされていますが、最後にして最大の預言者こそムハンマド

キリストの最後の晩餐 
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だと考えられています。ユダヤ教徒やキリスト教徒が神

の言葉を正しく守っていなかったため、最後の預言者と

して神がムハンマドを選んだとされています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(BCE) 

イスラム教 モスク(礼拝堂) 

 

以上 
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韓国出張報告 
令和5年11月24日 

資材総務部次長 菅野敦 

 

 

 ２０２３年９月１０日（日）～１４日（木）の期間で、UB8PのPTCの供給元であるHIEL 

Corporation、及びウチヤの韓国での代理店であるDOHAN INDUTRIAL CO.を訪問するため、清水社

長、研究開発部 前田課長、に同行し韓国を訪問してきました。 

前回、韓国を訪問した2019年時には、韓国は反日の嵐でしたが、韓国の大統領が、文大統領から 

尹大統領へと変わり、今回は大分雰囲気が変わった様に感じられました。 

 

 前回同様、HIEL社の本社がある全州（チョンジュ）市まで、ソウル

から車で移動しました。全州市で宿泊したホテルは、映画村（古い韓国

式の建屋が立ち並ぶエリア）の目の前で、部屋から映画村を一望できる

はずでしたが、我々の部屋は、映画村とは反対側に位置した部屋となっ

ており、残念ながら、見えるのは道路と普通の近代的な建物だけでし

た。しかしながら、HIELのMr.Tomさんに、夕食の前に少し映画村を

案内して頂きました。映画村のエリアは、小学校なども存在していて、

不思議な空間となっていました。また、韓国人の観光客で大変賑わって

いました（なぜか日本人らしき人は見受けられませんでした。ソウル市

内には結構いましたが）。 

韓国では、街ゆく人々の顔や、風景等、日本に似ていますが、宗教的にはクリスチャンが多く（韓国

で1番多い）、道路も右側走行、街にあふれる文字もほぼハングル、日本とは異なる国に来たのだと気

付かされます。また、道路標識や各種案内もハングルと英語表記しかなく、ハングル表記が併記されて

いる日本とは、大分様相が異なります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

      ＜映画村の風景①＞               ＜映画村の風景②＞ 

ソウル市 
金浦空港 

全州市 
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夕食のあと近くのコンビニへ行ってみました。日本

で売っている品物は少なく、韓国のメーカーの品物が

ほとんどでした。せっかくなので、韓国のメーカーの

食べ物を敢えて選んでみました。日本と遜色ない味の

ものもあれば、変わった味のものもありました（辛い

味付けのものが多い）。 

 

 

＜映画村の風景③＞ 

 

 

 

 

 

 HIEL社の社員の中には何度もお会いしている

方たちがいるので（日本及び韓国にて）、初めて

訪問した時よりも、ずっとお互いに打ち解けて接

することが出来たと思います。開発部リーダーの

Mr.Naさんからは、ウチヤからのボールペン（山

中漆器）のお礼として、扇子を頂きました。 

  <HIEL社のMr.Naさんから頂いた扇子＞  

 

 帰国前日にはソウル市にあるウチヤの

韓国代理店のDOHAN社を訪問しました。 

DOHAN社は古びたオフィスビルの一角

に居を構えており、小さな看板を見落と

せば、通り過ぎてしまいそうです。 

 

打ち合わせの後に、DOHAN社に、夕

食に誘って頂き、定番の焼き肉かと思い

きや（韓国は焼き肉屋がとても多い！）、

日本料理屋へ連れて行って頂きました。

きっと、気を使われたのだと思いますが、

なかなかおいしい日本料理屋でした。   

                      

日本と韓国とでは、国家間では、時折ギクシャクすることもありますが、今回お会いした人たちは、

みな親切に接して頂き大変感謝しているところです（コンビニのアルバイトの若いお兄ちゃんも親切で

した）。 

以上 

 

＜DOHAN社と行った日本料理屋＞ 
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健康企業宣言「禁煙に取組みます」について 

2024 年 1 月 17 日 

資材総務部課長代理 今田優子 

今回は、宣言の証の「④禁煙に取組みます」について

ご報告いたします。 

当社は 1977 年より、就業規則で「工場及び倉庫内は如何

なるときでも禁煙とする」と決めており、2007 年 4 月 1

日からは、「工場敷地内全面禁煙」を決定しております。 

 

また、東京都電機健康保険組合より、「吸わないだけで、

みるみる体が息を吹き返す」、「個人で参加の禁煙チャレ

ンジのご案内」を「健康優良企業銀の認定を目指そう！」

のコーナーに掲示いたします。 

 

参加資格は、東京都電機健

康保険組合の被保険者・被扶

養者、実施期間は、毎月 20 日

を申込締切日とし、翌月 1 日

から 3 ヶ月間、禁煙にチャレ

ンジしていただきます。 

 

3 ヶ月間禁煙を達成した方

を確認し、達成賞を自宅宛に

送付されます。 

「個人で参加の禁煙チャレ

ンジ」にご興味のある方は、資

材総務部までご連絡ください。 

お申込みお待ちしておりま

す。 

 

 

 

 

 

以上 
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2023年度歳末クリーン作戦 

実施報告書 

2024年 1月 10日 

資材総務部 平野祐希 

 

＜工務部・新入社員による歳末クリーン作戦＞ 

実施日：2023年 12月 21日（木）、12月 26日（火）、12月 27日（水） 

時間：開始 9時 00分 終了 11時 30分頃 

三郷工場周り、離れ地の草刈り、ごみ拾い、側溝掃除を行いました。 

 

（参加者）塚田明夫さん、羽村茂さん、宇佐美重成さん、高橋俊文さん、 

 木村藍子さん、田部井彰也さん、三寺翔大さん、柏木一輝さん、林ジェネルさん 

 

✓三郷工場周り、離れ地の草刈り、ごみ拾い、側溝掃除などを行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

✓三郷工場屋上の排水口チェック及び清掃を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

※参加者には飲み物代を支給しました。 

 

 

   工務部・新入社員の方ありがとうございました。 

以上 


